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加古川中流域（西脇･多可地域）の整備促進について 

 

 

平素は、西脇市と多可町の治水行政に格別の御高配を賜り、厚くお礼申し上げま

す。 

 近年、地球温暖化に伴う気候変動等の影響から全国各地で想定をはるかに超える

豪雨による甚大な災害が頻発しています。平成30年７月豪雨では、当地域でも初

めて大雨特別警報が発令されましたが、平成16年台風第23号を契機とした河川激

甚災害対策特別緊急事業等による各河川の抜本的な治水対策事業等の効果により、

整備された地域では大きな被害は免れ、河川整備の重要性を実感しました。しかし、

未だ加古川中流域には未改修区間が残っており、地域によるため池・校庭貯留や田

んぼダムなどの総合治水への取り組み等を含め、流域治水による浸水被害軽減に取

り組んでいるところですが、地域の安全・安心の確保や地域の活性化のためには、

さらなる治水事業の推進が必要です。 

また、平成28年に、国土交通省、兵庫県、加東市、西脇市からなる「加古川中流

部河川整備推進協議会」を設置し、平成29年度から概ね10年間で重点的に取り組む

治水対策をとりまとめていただきました。これに基づき、国土交通省では、加古川

下流域の河川改修を推進していただくとともに、県では、西脇市内の加古川河床掘

削や、杉原川の沖田井堰・和田井堰の改築完了など、関係機関が連携を図りつつ、

上下流バランスに配慮した治水対策を着実に進めていただいています。「防災・減

災、国土強靱化のための５か年加速化対策」等により、地域の河川改修等が加速化

すると共に、激甚化する自然災害にそなえた堆積土砂撤去や立木伐採が進められ、

安全度の向上、治水効果の早期発現が期待されるところです。 

浸水リスクの低減は、地域住民の安全・安心を確保するとともに、商工業施設の

新規立地や農業の振興、観光客の増加など地域の活性化につながり、持続可能で魅

力ある地域創造に欠かせないものです。 

つきましては、地域住民の治水事業に対する強い思いに応えるべく、下記の要望

事項について格段の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 
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要  望  事  項 

１ 防災・減災、国土強靱化の推進に必要な予算・財源の確保 

  近年大型化する台風等の自然災害の激甚化・頻発化を踏まえ、「防災・減災、

国土強靱化のための５か年加速化対策」後においても、切れ目なく社会基盤整

備を推し進めるため、「第１次国土強靱化実施中期計画」に基づき、必要な予

算・財源を例年以上の規模で確保すること。 

  能登半島地震などを踏まえ、継続的・安定的に国土強靱化を推進できるよう、

物価や人件費の高騰による影響を考慮した上、必要な予算・財源を別枠で確保

すること。 
 

２ 治水事業に必要な予算総額の確保と流域治水事業の推進 

事前防災対策を着実に進めるため、大規模災害対応に必要な事業費を確保

した上で、直轄河川や県管理河川の治水事業に必要な予算総額を安定して確

保すること。 

  また、関係者が取り組む「流域治水」を推進すること。 

 

３ 緊急防災・減災事業債等の期間延長 

  防災・減災、国土強靱化対策に取組むため、緊急防災・減災事業債（Ｒ７年

度まで）、緊急自然災害防止対策事業債（Ｒ７年度まで）の事業期間を延長す

ること。 

 

４ 加古川下流域（国管理区間）の整備推進 

   加古川流域全体の治水安全度向上に向け、加古川下流域（国管理区間）の整

備を推進すること。 
 

５ 加古川中流域（西脇・多可地域）の整備促進 

⑴  加古川 河床掘削（西脇市堀町～黒田庄町小苗地内） 

⑵  杉原川 沖田井堰上流の河床掘削・護岸整備（西脇市西脇～郷瀬町地内） 
 

 ６ 支援体制の充実等 

   広域的な大規模自然災害時において、迅速かつ円滑な復旧等に資する、

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の派遣や国による権限代行等が速やかに実

施できる体制・機能の拡充・強化を図ること。 
 

令和７年10月６日 

加古川中流域整備促進期成同盟会 

会長 西脇市長 片 山 象 三   



 3

加古川中流域整備促進期成同盟会名簿 

 

（会 員） 

市町名 職  名 氏  名 役 職 

西脇市 

市  長 片 山 象 三 会 長 

議  長 高 瀬   洋 理 事 

総務産業常任委員会委員長 村 井 正 信 監 事 

多可町 

町  長 吉 田 一 四 副会長 

議  長 日 原  茂 樹 理 事 

総務まちづくり常任委員会 

委員長 
藤 本 一 昭 監 事 

                               （令和７年10月６日現在） 

（顧 問） 

職  名 氏  名 

兵 庫 県 議 会 議 員 内 藤 兵 衛 
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加古川 河床掘削

（西脇市堀町～黒田庄町小苗地内）
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杉原川 沖田井堰上流の
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加古川⽔系における近年の主な災害 
◇平成 30 年 7 月豪雨 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（⼀）加古川周辺 浸⽔被害 
  （⻄脇市⿊⽥庄町⼤伏） 

 

（⼀）杉原川 ⽔位上昇 
  （⻄脇市⻄脇） 

加古川 

（⼀）加古川周辺 浸⽔被害 
  （⻄脇市⿊⽥庄町前坂） 



６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和川 

（一）大和川  
河川兼⽤護岸道路崩壊 

 （多可郡多可町八千代区大和） 

（一）杉原川 
増水による堤防崩壊 
（多可郡多可町加美区豊部） 

◇平成 30 年７月豪雨 

◇平成 23 年台風 12 号 

杉原川 

（一）大和川 
増水による護岸崩壊 
（多可郡多可町八千代区上三原） 

（一）杉原川 
増水による法面崩壊 

（多可郡多可町加美区熊野部） 

大和川 
杉原川 

◇平成 29 年８月豪雨 



（一）加古川水系杉原川〔西脇工区〕

井堰改築により水位が約２ｍ低下（令和５年台風７号）

・流下能力向上のため、固定堰をポンプ施設に改築するとともに河道掘削を行う。

事業効果

事業目的

・５か年加速化対策の活用により、前倒しして井堰改築が完了。
・令和５年台風７号において、平成25年出水を上回る規模の雨量を記録したが、治水対策による水位低下
（沖田井堰で約２．５ｍ、和田井堰で約１．５ｍ）により、家屋浸水を解消。

水位低下
約2.50ｍ

沖田井堰 令和５年台風７号 推定水位（改修前）

改築後
改築前

沖田井堰

効果：2.3m河床低下

和田井堰

効果：1.7m河床低下

改築前

改築後

水位低下
約1.50ｍ

和田井堰 令和５年台風７号 推定水位（改修前）

井堰撤去（改修後）

兵 庫 県
Hyogo 
prefecture

（改修後）井堰撤去

７
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整備前に比べて、水位が 最大約2.0m 低下し、洪水を安全に流下できました。

○加古川水系加古川（兵庫県管理区間）、杉原川、野間川においては、平成16年10月台風第23号の再度災害防止対
策として、激甚災害対策特別緊急事業を実施。

○平成30年7月豪雨による出水では、西脇雨量観測所で平成16年10月出水時の約1.3倍の雨量が観測されたが、激甚
災害対策特別緊急事業などにおける河道改修等により、板波水位観測所（距離37.60k）においては水位を約2.0ｍ低
下させ、野間川では堤防越水による浸水被害を防止したと推定される。

24時間雨量の比較

西脇雨量観測所（24時間雨量）
（西脇市小坂町）

浸水戸数の比較

被害軽減効果 37.60k横断面図 （板波水位観測所）など

加古川

野間川

位置図

野間川

H16.10浸水範囲

147mm

171mm

西脇市域での浸水戸数(外水氾濫)

442戸

0戸

事業実施前

事業実施後（板波橋から上流撮影）

改修前後状況
（西脇市板波）

杉原川

板波橋

西脇市

H16加古川激特事業
L=4.0km（加古川地区）

H16加古川激特事業
L=0.6km（杉原川地区）

H16加古川激特事業
L=1.3km（野間川地区）

37.60k

板波水位観測所

板波橋

○H16加古川河川激甚災害対策特別緊急事業
・延長：5.9km（加古川、杉原川、野間川）
・内容：掘削、築堤、護岸、橋梁等
・期間：平成16年度～平成22年度

加古川

杉原川

➁

③①

野間川では河道改修により、
堤防越水による被害を防止したと推定

整備後の状況： 断面が約１．３倍に拡大

整備後：河道改修により、約2.0ｍの水位低減
（整備前では堤防天端まで約0.6mと推定）

改修前断面による計算水位 7.66m

約2.0m水位低下

計画高水位6.1m
H30.7.7 実績水位 5.63m

① 整備効果【加古川(板波地区)】

氾濫危険水位(特別警戒水位) 5 .0m 

掘削掘削

整備後の状況：
断面が約１．２倍に拡大

整備後：河道改修により水位が1.8 ｍ低下し、

整備後：加古川本川の河道改修により、
約1.8mの水位低下

（整備前では堤防天端まで約1.0mと推定）

➁ 整備効果【野間川(加古川合流付近)】

③ 整備効果【杉原川(加古川合流付近)】

1.8m水位低下
計画高水位

改修前計算水位

H30.7．7 実績水位

1.8m水位低下

計画高水位

掘削 掘削

H30.7．7 実績水位

改修前計算水位

堤防を超過

浸水被害を防止

（整備前では堤防を約0.2ｍ超過と推定）

平成30年７月豪雨における整備効果（加古川激特事業区間）
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加古川

福地川

水田貯留

水田貯留

ポンプ排水

加古川へ

河川・流域対策の効果事例（西脇市黒田庄町福地地区）

○西脇市黒田庄町福地地区では、平成25年台風第18号で、約20haが浸水し、道路やJR線路の冠水のほか、住宅では
床上浸水4戸、床下浸水31戸と大きな被害が発生。

○このため、「ながす」と「ためる」と「そなえる」をあわせた総合治水を基本とした、地域と一体となった浸水対策計画を策
定し、平成28年度に整備を完了。

○平成30年7月豪雨による出水では、浸水被害のあった平成25年の台風第18号を上回る累加雨量であったが、地元の
ためる対策（ため池事前放流、田んぼダム、校庭貯留）も加わり、住宅の浸水戸数は「ゼロ」になった。

⑦ ため池貯留●
（事前放流）

①河床掘削（県）

②福地川堤防嵩上

⑤雨水ポンプ場建設

➃ 樋門整備（門柳川）

③ 樋門改良（加古川）

⑥ 農業用用水
ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

⑧ 水田貯留

（普）福地川

平成25年台風第18号
による浸水（約20ha）

福地地区の浸水対策計画

事象 平成25年
台風第18号

平成30年
7月豪雨

累加雨量 183㎜
（28h）

332㎜
（68h）

24時間
最大雨量

171㎜ 156㎜

1時間
最大雨量

17㎜ 30㎜

床上・
床下浸水

4戸・31戸 0戸・0戸

その他の冠水 道路､JR 無し

加古川
福地川

① 加古川河床掘削 河川水位低下（河川）
② 福地川堤防嵩上1.5ｍ （下水道）

（10㎥/sを自然流下可能）

③ 雨水ポンプ場 (下水道)
➃ ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄの改良・新設（福地川等)(下水道)

H25台風第18号水位

H30.7月豪雨水位

①

∇HWL
水位差
1.05ｍ

②

市道
JR 樋門

掘削
嵩上

水田

∇64.95
63.90▼

住宅浸水なし

∇65.20

③ポンプ排水

ため池貯留

事前ゲート操作
（上流カット）

事 業 効 果

∇64..80

63.50∇

④

平成30年７月豪雨における整備効果（西脇市黒田庄町福地地区）

９



河川・流域対策の効果事例（西脇市黒田庄町福地地区）
河川事業への地域の声

10

（加古川の堆積土砂撤去の取組について）

西脇市

〔西脇市津万地区の皆さんの声〕

（工事前）

（工事後）

○平成30年7月豪雨で浸水被害に遭った。
この度の河川の堆積土砂撤去は、大変ありがたい。

○今後も、上下流でも樹木伐採や土砂撤去などの
取組を引き続きお願いしたい。

○地域でも市と内水対策などの勉強会を重ねており、
防災減災の取組を進めたい。

（令和７年度‘水の勉強会’ の様子）

加古川流域

● 令和元年度堆積土砂撤去
○ 上下流でも計画的に取組中
★ 対策により局部的な水位上昇発生を回避



激特事業により浸水リスクが低下した中心市街地に市役所を移転
加古川（西脇市①）

市役所新庁舎及び市民交流施設を建設
（ 令 和 ３ 年 ５ 月 オ ー プ ン ）

11

ストック効果

中心市街地の活性化と
コンパクトシティの形成を推進する

市役所新庁舎及び市民交流施設

H16災害 浸水区域

市役所新庁舎及び市民交流施設



○ 大きな被害を受けた畑谷川が整備され、地域の浸水リスクが大幅に低減
○ 浸水リスクが低減した地域に工場公園を造成、西日本の拠点となる工場が進出

浸水リスクが低減した地域に工場公園を造成

畑谷川（西脇市②）

Ｓ５８年災害 グラスアイスを
西日本全域の

セブンイレブン
に出荷。

超耐熱電線を製造
（国内で３社のみ）

上比延工場公園 （H２８）

日清ヨーク

㈱西日本コクボ

日清食品グループの乳製品・清涼飲料メーカー。
西日本初の生産拠点。

㈱ 福 電

日清ヨーク㈱

12

ストック効果



河川整備が、豪雨に効果を発揮

○ 多田川中上流治水対策事業が平成30年６月に完成し、多可町松井小学校にて環境体験学習などを開催。

○ Ｈ30.７月豪雨（累積466mm）では、前回のＨ25.9月豪雨（累積206mm）を上回る豪雨となったが、事業効果を発揮し地域住民
から安心の声をいただいた。

多田川（多可町）

平成25年９⽉豪⾬

平成30年7⽉豪⾬

環境体験学習水辺の生き物や河川堤防について 2018.6.20
松井⼩学校３年生 堤防に芝張り作業体験

平成30年７月豪雨では水位の上昇が抑えられ事業
効果を発揮

13

多可町


